
地名情報基盤GeoLODによ
る歴史地名の共有に向けて

北本朝展（ROIS-DS人文学オープンデータ共同利用セ
ンター／国立情報学研究所）
http://codh.rois.ac.jp/
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http://codh.rois.ac.jp/


歴史ビッグデータの統合
http://codh.rois.ac.jp/historical-big-data/
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画像：江戸切絵図（国立国会図書館）
地名：CODHがデータクリエイターと共に、
IIIF画像への注釈としてデータ整備

地名識別子の整
備・共有（CODH）

現代地図との重ね合わせ

商業ビッグデータ

観光ビッグデータ

https://geolod.ex.nii.ac.jp/

http://codh.rois.ac.jp/historical-big-data/
https://geolod.ex.nii.ac.jp/


GeoLOD -地名情報プラットフォーム
https://geolod.ex.nii.ac.jp/
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1. 登録した地名に識別
子（GeoLOD ID）を
付与し、アプリを越
えて共有するための
地名情報基盤。

2. 生成する地名語辞書
はGeoNLPによる自
動地名抽出にも対応。

3. 有効期限など歴史地
名にも対応。

https://geolod.ex.nii.ac.jp/


歴史地名の収集
地名情報の収集方法

1. アップロード辞書：
様々な地名集から収集
した地名を、オフライ
ンで編集し一気に登録。

2. クラウド辞書：資料を
読みながら足りない地
名を、オンラインで編
集・追加する。

識別子を軸とする利点
1. アプリと地名データを識
別子で疎結合化：緯度経
度などのデータを継続的
に更新しやすくする。

2. 識別子に基づくデータ統
合：資料ごとの表記揺れ
などを吸収し、地名を統
合する。
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歴史的行政区域データセットβ版
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/
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1. 1920年から2021年
まで、29時点。

2. 行政区域件数＝
16,447件、行政区
域境界データ件数
＝102,578件

3. Geoshape City IDを
GeoLOD IDに変換し
てGeoLODに登録。

東京都八王子市/東京府八王子市 (13201A1968)：
https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/resource/13201A1
968.html

https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/


歴史地名マップ
http://codh.rois.ac.jp/historical-gis/nihu-map/

1. 人間文化研究機構・H-GIS
研究会が公開する「歴史
地名データ」298,914件を
地図にまとめて表示。

2. バイナリベクトルタイル
の活用により、多数地点
をウェブ地図に表示。

3. 歴史地名データの識別子
と属性を活用し、GeoLOD
IDを新たに付与。
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http://codh.rois.ac.jp/historical-gis/nihu-map/


アップロード辞書
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CSV形式で
作成した地
名辞書を
アップロー
ドすると、
GeoLOD IDを
自動的に付
与して提供。



クラウド辞書
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招待リンクをクリックしてもらうことで、自分以外のユー
ザにも編集権限を付与できる。公開／非公開も選択可能。



クラウド地名登録

2022/5/27 JpGU 2022 9

住所を入力すると、jageocoder
APIを用いて、緯度経度に自動変
換。さらにマップ上でマーカー
を移動して、緯度経度を決定。



地名検索
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固有名クラス表示 辞書表示地図表示



GeoLOD API
https://geonlp.ex.nii.ac.jp/doc/api/

1. 公開辞書を検索する。
2. 公開辞書のメタデータを取得する。
3. 公開辞書に含まれる地名を検索する。

• 部分一致指定（OR検索）、エリア指定や期間指定など可能。
4. GeoLOD IDをキーとして、地名のメタデータを

GeoJSON形式で取得する。
5. GeoLOD IDの配列をキーとして、地名のメタデータを

GeoJSON形式で取得する。
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https://geonlp.ex.nii.ac.jp/doc/api/


edomi -江戸をみる／みせるデータポータル
http://codh.rois.ac.jp/edomi/

1. 江戸の都市、江戸の時代に関
する構造化データを公開する
データポータル。

2. 現代の地図、現代の分類体系
など、現代の標準と過去の
データを接続する。

3. 現代のYahoo!のように、カテ
ゴリごとにデータを収集し、
整理し、公開する。
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http://codh.rois.ac.jp/edomi/


歴史的行動記録の構造化
1. 日記から、日時と
地名、行動を抽出。

2. GeoLODを検索して
地名にGeoLOD IDを
付与。

3. 地図化する際に、
GeoLOD APIから緯
度経度を取得。

4. 識別子がない地名
は今後随時登録。
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データ作成：群馬県立女子大学 鈴木親彦氏



れきすけ
https://rksk.ex.nii.ac.jp/
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https://rksk.ex.nii.ac.jp/


れきすけへの導入
1. 地名カード上で、GeoLODを使うかを選択する。
2. GeoLODを使う場合（識別子が必要な場合）

• れきすけ上でGeoLOD APIを用いて地名を検索
• 地名があれば、GeoLOD IDを取得
• 地名がなければ、GeoLODに遷移せず、れきすけ上でGeoLOD

IDを作成。
3. GeoLODを使わない場合（識別子が不要な場合）

• 住所を緯度経度に変換する（jageocoder API利用）。
• 地図上で緯度経度を調整する。
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まとめ
1. GeoLODは現代地名だけでなく、歴史地名に関する
データ基盤としても活用できる。

2. 地名を登録すればAPI経由で利用できるため、アプリ
ケーション横断的に地名情報を共有できる。

3. 歴史地名の変遷、異表記の統合と代表表記の利用など
は、今後の重要な研究課題である。

4. アップロード辞書とクラウド辞書を併用した、歴史地
名の登録・共有作業手順の確立を目指したい。

2022/5/27 JpGU 2022 16


	地名情報基盤GeoLODによる歴史地名の共有に向けて
	歴史ビッグデータの統合�http://codh.rois.ac.jp/historical-big-data/ 
	GeoLOD - 地名情報プラットフォーム�https://geolod.ex.nii.ac.jp/ 
	歴史地名の収集
	歴史的行政区域データセットβ版�https://geoshape.ex.nii.ac.jp/city/ 
	歴史地名マップ�http://codh.rois.ac.jp/historical-gis/nihu-map/ 
	アップロード辞書
	クラウド辞書
	クラウド地名登録
	地名検索
	GeoLOD API�https://geonlp.ex.nii.ac.jp/doc/api/ 
	edomi - 江戸をみる／みせるデータポータル�http://codh.rois.ac.jp/edomi/ 
	歴史的行動記録の構造化
	れきすけ�https://rksk.ex.nii.ac.jp/ 
	れきすけへの導入
	まとめ

